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１．第二阪奈道路 阪奈トンネルにおける通行の禁止又は制限について

本検討会では、第二阪奈道路 阪奈トンネル（以下、「阪奈トンネル」という。）に

関して、道路法第４６条第３項に規定する通行規制につき、トンネルの要件の該当性、

事故時の安全性、社会・経済的な影響について検証し、通行規制実施の是非及びその内

容について検討した。 

  ・阪奈トンネルは、トンネル延長が約５．６ｋｍあり、道路法施行規則第４条の９

に規定する「長さ５千メートル以上のトンネル」にあたるため、道路法第４６条

第３項に規定する通行規制の実施が可能なトンネルに該当する。 

  ・危険物積載車両に係る事故が発生した場合、規制を実施している他の長大トンネ 

ルと同様に通行車両及びその乗員の人命やトンネル構造物に被害がおよぶおそ

れがある。 

  ・通行規制を実施した場合でも、代替道路が存在し、危険物積載車両の通行に支障

を及ぼすものではない。 

以上より、当該トンネルは、規制を実施している他の長大トンネルと同様の規制を実

施することが妥当である。

２．通行の禁止又は制限の内容について 

危険物を積載する車両の通行を禁止し、又は制限する内容について検討した。 

・阪奈トンネルにおける危険物を積載する車両の通行禁止品目、通行制限品目とそ

の車両の種類及び要件については、他の水底トンネル及びこれに類するトンネル

と同様の規制を実施することが妥当である。 


